
 

 

→ 
朝の通勤通学でにぎわう筑
波鉄道「真壁駅」。１９６９
（昭和 44）年 4 月（鈴木
道信氏（高 21 回卒）提供） 

← 
筑波山を背に，田植えを終えたばか
りの田園地帯を快走する筑波鉄道
「キハ５０４」。１９８６（昭和（61
年）年 5 月（長津博樹氏（高 38 回
卒）『常陸野鉄道写真館』）より転載） 
 

開通して間もない大正

期の筑波線（上，『写真

記録茨城の２０世紀」

より転載』）真鍋駅構内

で，広瀬晃一氏（中 33

回卒）らの筑波線通学

者卒業記念写真，後方

は９号機関車。１934

（昭和９）年 2 月（左） 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

      
 

   

              

筑
波
鉄
道 

1918
（
大
正
７
）
年
～ 

筑
波
線
は
、
筑
波
鉄
道
株
式
会
社
が
水
戸
線
岩

瀬
駅
と
常
磐
線
土
浦
駅
を
結
ん
で
、
1918
（
大
正

７
）
年
に
開
業
し
た
40.1

Km
の
鉄
道
路
線
で
、
開

業
当
時
の
愛
称
は
「
マ
ッ
チ
箱
」
。
常
磐
線
の

汽
車
に
比
べ
る
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
小
さ

な
蒸
気
機
関
車
が
、
「
マ
ッ
チ
箱
」
の
よ
う
な

木
造
客
車
を
数
輌
連
結
し
て
、
時
折
「
ピ
イ
ー

ッ
」
と
、
け
た
た
ま
し
い
汽
笛
を
鳴
ら
し
て
は
、

黒
煙
を
も
う
も
う
と
ふ
き
上
げ
「
ガ
ッ
タ
ン
」

「
ゴ
ッ
ト
ン
」
と
喘
ぎ
喘
ぎ
走
っ
て
い
ま
し
た
。 

当
時
県
内
に
は
旧
制
中
学
校
の
数
が
少
な
か

っ
た
の
で
、
土
浦
周
辺
の
町
村
か
ら
、
常
磐
線

や
筑
波
線
を
利
用
し
て
、
汽
車
通
学
を
し
て
い

る
生
徒
も
多
数
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

昭
和
初
期
の
筑
波
線
の
通
学
生
は
ほ
と
ん
ど
が

小
田
以
北
の
生
徒
で
、
総
勢
40
名
位
。
下
級
生

は
上
級
生
に
敬
意
を
表
し
て
い
て
、
別
段
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
も
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
後
ろ
の
車

輌
に
は
土
浦
高
女
（
現
土
浦
二
高
）
生
が
乗
っ

て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
こ
と
で
す
か
ら
、
お

互
い
に
言
葉
を
交
わ
す
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え

ま
せ
ん
で
し
た
（
自
然
と
女
性
専
用
車
が
出
来

て
い
ま
し
た
）
。
ま
だ
新
土
浦
駅
は
な
く
、
土

中
生
や
土
浦
高
女
生
は
真
鍋
駅
で
乗
降
し
て
お

り
、
朝
夕
の
真
鍋
駅
は
通
学
生
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
運
転
本
数
が
極
め
て
少

な
く
、
学
校
に
着
い
て
か
ら
始
業
時
間
ま
で
一

時
間
以
上
も
待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

下
校
の
時
に
は
、
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
真
鍋

の
坂
を
駆
け
下
り
る
こ
と
が
た
び
た
び
で
し
た

が
、
大
声
で
呼
び
か
け
る
と
、
真
鍋
駅
を
発
車

し
よ
う
と
し
て
い
る
汽
車
の
機
関
士
が
、
心
得

た
と
ば
か
り
に
発
車
を
遅
ら
せ
て
待
っ
て
い
て

く
れ
ま
し
た
。 

 

毎
日
一
緒
に
通
学
す
る
生
徒
た
ち
は
、
朝
夕

必
ず
顔
を
合
わ
せ
る
の
で
、
１
年
生
も
５
年
生

も
す
ぐ
に
親
し
く
な
り
、
牛
久
方
面
か
ら
の
常

磐
線
下
り
利
用
者
、
石
岡
方
面
か
ら
の
上
り
利 

            

 

  

用
者
、
筑
波
線
利
用
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
懇
親
会

を
年
に
１
、
２
回
催
し
て
い
ま
し
た
。
学
校
の

教
室
を
借
り
て
、
駄
菓
子
を
か
じ
っ
て
、
流
行

歌
な
ど
を
唱
っ
て
い
ま
し
た
（
殿
塚
増
男
氏
（
中

25
回
卒
）
「
む
か
し
の
汽
車
通
学
」
同
窓
会
報

第
31
号
・
昭
和
58
年
刊
）
。 

大
津
国
三
氏
（
中
30
回
卒
）
は
、
筑
波
線
通

学
を
「
こ
う
し
て
一
緒
に
通
学
し
た
の
は
、
同

期
で
は
筑
波
駅
か
ら
青
木
、
大
越
、
杉
山
、
北

条
駅
か
ら
市
村
、
茂
在
、
そ
れ
か
ら
故
人
と
な

っ
た
宮
本
、
山
口
、
石
井
の
諸
君
と
小
田
駅
か

ら
の
私
の
９
名
で
あ
っ
た
が
、
勉
強
・
ス
ポ
ー

ツ
の
語
り
合
い
に
、
和
気
あ
い
あ
い
た
る
も
の

で
あ
っ
た
。
朝
夕
の
登
下
校
が
常
に
一
緒
な
の

で
、
余
計
親
し
み
を
深
め
た
」
と
記
し
て
い
ま

す
（
『
筑
波
線
沿
線
今
昔
（
中
学
30
回
卒
業
50

周
年
記
念
誌
）
』
昭
和
56
年
刊
）
。 

 

実
は
こ
の
筑
波
線
、
当
時
の
土
中
生
は
、
通

学
者
だ
け
で
な
く
誰
も
が
年
に
１
回
は
利
用
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
小
紙
53
号
で
記
し
た
４

年
生
以
下
に
よ
る
筑
波
登
山
（
５
年
生
の
修
学

旅
行
に
あ
わ
せ
て
、
1915
（
大
正
４
）
年
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
）
。
そ
の
様
子
を
保
立
俊
一
氏
（
中

31
回
卒
）
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

 

「
昭
和
２
（

1927
）
年
土
中
（
現
土
浦
一
高
） 

に
入
学
し
た
。
土
中
の
春
の
遠
足
は
１
年
生
か

ら
４
年
生
ま
で
毎
年
筑
波
山
ま
で
歩
く
こ
と
で

あ
っ
た
。
朝
６
時
に
真
鍋
台
の
学
校
を
出
発
す

る
。
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
き
弁
当
と
水
筒
を
ぶ
ら
下

げ
た
だ
け
の
姿
で
行
進
が
始
ま
る
。
４
年
生
の

吹
く
行
進
ラ
ッ
パ
で
１
年
生
を
先
頭
に
元
気
よ

く
行
進
し
た
。
ラ
ッ
パ
に
合
わ
せ
て
砂
利
道
を

ふ
む
靴
の
音
が
き
れ
い
に
そ
ろ
っ
て
楽
に
行
進

す
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 

藤
沢
村
の
入
口
の
坂
で
小
休
止
。
ラ
ッ
パ
の

音
も
此
処
ま
で
、
藤
沢
、
小
田
と
集
落
の
間
は

広
い
田
圃
の
中
の
デ
コ
ボ
コ
な
土
の
道
を
通

る
。
北
条
の
町
に
入
る
頃
は
少
し
疲
れ
て
列
も

乱
れ
勝
ち
、
町
の
中
程
か
ら
旧
つ
く
ば
道
に
入

り
、
神
郡
の
部
落
で
小
休
止
。
そ
の
先
は
自
由

行
動
で
筑
波
登
山
に
な
る
。
４
、
５
人
の
グ
ル

ー
プ
を
作
り
、
山
を
登
る
。
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の

わ
き
道
を
上
り
、
中
の
茶
屋
、
男
女
の
川
の
茶

屋
で
休
み
、
男
体
、
女
体
の
山
頂
を
通
っ
て
下

山
に
か
か
る
。
神
社
に
着
く
頃
は
か
な
り
疲
れ
、

道
の
わ
き
の
清
水
に
の
ど
を
う
る
お
し
、
流
れ

の
中
の
沢
蟹
を
捕
っ
た
り
、
登
山
道
脇
の
湿
地

の
野
花
菖
蒲
の
群
落
の
中
を
通
っ
た
り
し
て
筑

波
駅
に
た
ど
り
着
く
、
筑
波
か
ら
汽
車
に
乗
っ

て
帰
っ
た
」
（
『
水
郷
つ
ち
う
ら
回
想
』
筑
波

線
廃
止
） 

  

当
時
の
筑
波
線
の
乗
車
料
金
は
、
小
田
・
真

鍋
間
往
復
で
50
銭
位
、
半
年
定
期
学
割
で
25
円

位
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
（
大
津
国
三
氏
、
前
掲
書
）
。

そ
の
頃
の
職
人
の
手
間
賃
が
１
円
位
で
し
た
か

ら
、
か
な
り
の
高
額
で
し
た
。
そ
の
た
め
保
立

俊
一
氏
が
、
土
中
の
筑
波
山
遠
足
で
筑
波
線
に

乗
っ
た
の
は
、
幼
稚
園
の
時
に
母
に
連
れ
ら
れ

て
泉
の
観
音
様
へ
お
参
り
に
行
っ
た
時
以
来
だ

と
回
想
し
て
い
る
よ
う
に
、
通
学
以
外
に
利
用

す
る
生
徒
は
滅
多
に
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

第５５号 

筑波線（上） 

 1918（大正 7）年 4月 17日から 1987（昭和 62）年 3月 31日まで

の 70 年間，紫の筑波山を仰ぎ見ながら，その山麓をのんびりと走っていた

筑波線。沿線住民の通勤・通学の足として長く親しまれてきました。 

今号と次号とで筑波線の歴史と旧制土浦中学生，土浦一高生たちの筑波線

への思いを綴ってみます。 
 

平成２５年３月１３日 

茨城県立土浦第一高等学校  

進修同窓会旧本館活用委員会 
ＨＰ http:www.sin-syu.jp/ 



 

 

桜花爛漫の「常陸小田駅」。１９８７（昭和 62）年 4
月（左上，『鉄分 100%～壁面鉄道建設記～』より転載） 

「新土浦駅」東口（土

浦駅側）。この改札口

を多くの土浦一高生

が利用していました。 

１９８７（昭和 62）

年３月（右上，『なべ

蔵奨励会』より転載） 

上野駅からの直通快速「つく

ば」。旅情たっぷりにのどかな

筑波山麓を行きます（上）。「田

土部」駅を通過する「つくば」

（左）。いずれも１９８４（昭

和 59）年９月（両方とも，

鈴木道信氏（高 21回卒）提供） 

《
「
旧
本
館
」
ト
ピ
ッ
ク
ス
》 

 

○
御
礼 

第
三
展
示
室
の
衝
立
台
座
が
、
桜
井
光
孝

氏
（
本
会
本
部
幹
事
・
定
４
回
卒
）
の
ご
厚
意
に

よ
り
、
２
月
23
日
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
同
氏
は
、

今
ま
で
に
も
「
資
料
陳
列
」
「
棟
札
展
示
」
の
諸

種
ケ
ー
ス
、
「
玄
関
靴
入
れ
」
等
を
同
様
に
作
製

し
て
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。 

○
文
化
講
座 

復
元
教
室
で
４
月
13
日
（
土
）
午
後 

 

２
時
～
４
時 

ナ
チ
ス
収
容
所
の
感
動
物
語
「
テ 

レ
ジ
ン
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

講
師
は
林
幸
子
氏
（
高
14
回
卒
）
。
資
料
代
は
300 

円
（
高
校
生
以
下
は
無
料
）
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。 

  

         

常
総
筑
波
鉄
道
筑
波
線 

1945
（
昭
和
20
）
年
～ 

 

 

1918
年
に
開
業
し
た
筑
波
鉄
道
は
、
1945
（
昭
和

20
）
年
に
常
総
鉄
道(

現
在
の
関
東
鉄
道
常
総

線)

と
合
併
し
て
常
総
筑
波
鉄
道
と
な
り
、
戦
後

混
乱
期
の
交
通
輸
送
を
支
え
て
い
ま
し
た
。
戦

後
ま
も
な
く
の
頃
は
他
の
交
通
機
関
が
な
く
、

朝
夕
の
通
勤
通
学
時
に
は
、
満
員
の
乗
客
で
、

上
木
幹
夫
氏
（
高
４
回
卒
）
に
よ
れ
ば
、
朝
の

虫
掛
駅
で
は
「
土
浦
行
」
に
乗
車
で
き
な
い
ほ

ど
の
混
雑
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
戦
後
は
気
動
車
（
デ

ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
）
も
走
り
は
じ
め
ま
し
た
が
、

蒸
気
機
関
車
が
牽
引
す
る
列
車
も
運
行
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
列
車
、
客
車
と
貨
車
の
混
合
列

車
で
、
朝
の
混
雑
時
に
は
貨
車
に
ま
で
乗
客
を

乗
せ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
土
浦
一
高
、
二
高
、

霞
ヶ
浦
高
、
土
浦
市
立
高
（
現
土
浦
三
高
）
、

土
浦
第
一
高
等
女
学
校
（
現
つ
く
ば
国
際
大
学

高
）
な
ど
に
通
う
高
校
生
や
、
都
内
の
大
学
へ

通
う
大
学
生
た
ち
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
貨
車
に
女
子
は
乗
せ
ら
れ
ん
」
と
の
義
侠
心

で
し
ょ
う
か
、
貨
車
に
は
男
子
生
徒
が
乗
り
、

雨
の
日
で
も
傘
を
さ
し
て
乗
車
し
た
生
徒
も
い

た
よ
う
で
す
。
こ
の
混
合
列
車
、
昼
間
の
時
間

帯
は
完
全
に
貨
物
優
先
。
藤
沢
駅
、
小
田
駅
、

北
条
駅
な
ど
で
貨
車
の
入
れ
換
え
作
業
を
し
て

い
た
の
で
、
そ
の
間
客
車
は
放
っ
て
お
か
れ
ま

し
た
（
そ
の
た
め
土
浦
駅
か
ら
筑
波
駅
ま
で
、

普
通
の
倍
近
い
２
時
間
ほ
ど
か
か
っ
て
い
ま
し

た
）
。
本
数
も
せ
い
ぜ
い
１
時
間
に
１
本
程
度
、

そ
の
た
め
通
学
生
た
ち
は
、
す
ぐ
親
し
く
な
り
、

先
輩
か
ら
試
験
の
情
報
（
か
な
り
の
確
率
で
当

た
っ
て
い
た
よ
う
で
、
毎
年
同
じ
試
験
問
題
で

済
ま
せ
て
い
た
先
生
も
い
た
よ
う
で
す
）
を
手

に
入
れ
た
り
、
勉
強
の
仕
方
を
教
わ
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
教
科
書
の
20
頁
ご
と
に
タ
バ
コ

を
１
本
ず
つ
挟
ん
で
お
く
と
、
そ
れ
を
楽
し
み

に
勉
強
が
は
か
ど
る
と
い
っ
た
不
届
き
な
勉
強

法
を
教
え
る
先
輩
も
い
た
よ
う
で
す
が
、
試
験

が
終
わ
る
と
鯛
焼
き
を
ご
馳
走
し
て
く
れ
た
り

し
て
、
の
ん
び
り
し
た
通
学
風
景
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
（
飯
村
弘
氏
談
、
高
５
回
卒
）
。 

 

常
総
筑
波
鉄
道
は
、
1960
年
頃
が
最
盛
期
で
、

常
磐
線
土
浦
駅
か
ら
筑
波
山
登
山
口
の
筑
波
駅

ま
で
急
行
列
車
が
走
り
、
春
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ

ン
に
は
、
上
野
駅
か
ら
は
常
磐
線
土
浦
駅
経
由

で
快
速
「
つ
く
ば
」
が
、
日
立
駅
か
ら
は
水
戸

線
岩
瀬
駅
経
由
で
「
つ
く
ば
山
」
が
運
行
さ
れ
、

筑
波
駅
ま
で
乗
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。
の
ち
に

12
系
客
車
６
連
（
た
ま
に
14
系
の
時
も
あ
っ

た
）
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
初
は
旧
型
客
車
で
、

土
浦
ま
で
は
EF80
や
EF81
が
、
筑
波
線
内
は
DD501
（
1954

（
昭
和
29
）
年
新
三
菱
重
工
製
。
セ
ン
タ
ー
キ

ャ
ブ
の
ロ
ッ
ド
式
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
）
が
牽

引
し
て
い
ま
し
た
。 

 

関
東
鉄
道
筑
波
線  

1965
（
昭
和
40
）
年
～ 

 

1965
（
昭
和
40
）
年
、
常
総
筑
波
鉄
道
と
鹿
島

参
宮
鉄
道(

鉾
田
線
、
竜
ヶ
崎
線)

が
対
等
合
併

を
し
て
関
東
鉄
道
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
関
東
鉄

道
は
、
筑
波
線
、
鉾
田
線
（
石
岡
～
鉾
田
）
、 

常
総
線
（
取
手
～
下
館
）
、
竜
ヶ
崎
線
（
佐
貫

～
竜
ヶ
崎
）
の
４
つ
の
路
線
を
合
わ
せ
る
と
、

保
有
路
線
す
べ
て
が
非
電
化
の
鉄
道
会
社
と
し

て
は
、
日
本
最
長
の
キ
ロ
数 (

123.1

km) 

を
有
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
非
電
化
の
た
め
保
有
車
輌

の
す
べ
て
が
気
動
車
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
）
で
、

廃
止
あ
る
い
は
電
化
さ
れ
た
鉄
道
会
社
の
車
輌

が
次
々
と
入
線
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
鉄

道
車
輌
マ
ニ
ア
の
間
で
は
「
西
の
江
若
（
鉄
道
）
、

東
の
関
鉄
」
と
言
わ
れ
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
王
国
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

鴻
巣
茂
氏
（
高
21
回
卒
）
は
、
そ
の
筑
波
線

の
思
い
出
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

「
高
校
時
代
（

1966
（
昭
和
41
）
年
４
月
～

1969
（
昭

和
44
）
年
３
月
）
は
、
３
年
間
筑
波
線
で
通
学
。 

同
線
を
利
用
し
て
い
た
同
級
生
は
全
沿
線
で
50

名
近
く
い
た
と
思
う
。
旧
筑
波
町
平
沢
の
自
宅

か
ら
常
陸
北
条
駅
ま
で
自
転
車
で
行
き
、
そ
こ

か
ら
筑
波
線
の
気
動
車
に
乗
車
。
新
土
浦
駅
で

下
車
し
、
学
校
ま
で
は
真
鍋
坂
を
徒
歩
で
登
っ

て
い
っ
た
。
自
宅
か
ら
学
校
ま
で
は
１
時
間
余
。

当
時
は
ま
だ
「
車
社
会
」
突
入
前
で
あ
り
、
通

勤
・
通
学
で
混
み
合
う
時
間
帯
が
あ
っ
た
。
そ

れ
を
避
け
て
、
同
じ
北
条
中
（
現
筑
波
東
中
）

出
身
の
大
塚
芳
郎
君
と
一
緒
に
１
本
早
い
列
車

で
行
こ
う
、
と
い
つ
も
約
束
し
て
い
た
。
そ
の

た
め
必
ず
座
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
時
間
を
予

習
時
間
に
あ
て
た
り
、
理
系
の
大
塚
君
に
数
学

や
理
科
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
た
。 

 

一
方
で
、
車
窓
か
ら
眺
め
る
四
季
折
々
の
豊

か
な
風
情
に
は
、
い
つ
も
心
が
癒
さ
れ
て
い
た
。

４
月
は
小
田
駅
・
北
条
駅
の
満
開
の
桜
が
、
５

月
は
藤
沢
駅
の
紫
の
藤
花
が
、
特
に
印
象
に
残

っ
て
い
る
。
ま
た
、
虫
掛
駅
付
近
の
一
面
の
蓮

田
は
、
地
元
の
筑
波
山
麓
に
は
な
く
、
よ
く
見

入
っ
て
い
た
。
蓮
根
が
緑
の
葉
を
徐
々
に
成
長

さ
せ
、
花
を
咲
か
せ
た
と
思
え
ば
、
実
を
つ
け
、

収
穫
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
光
景
の
一
つ
一
つ
に
、

季
節
の
変
化
と
自
然
の
妙
を
実
感
し
て
い
た
。 

 

筑
波
線
で
、
も
う
一
つ
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
、

春
闘
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
る
。
朝
は
通
常
通

り
運
転
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
帰
り
は
ス
ト
ラ

イ
キ
で
全
面
運
休
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

と
き
は
、
た
っ
た
一
人
で
筑
波
街
道
を
、
革
靴

を
履
き
、
重
い
カ
バ
ン
を
抱
え
、
３
時
間
余
か

け
て
ひ
た
す
ら
歩
い
て
帰
っ
た
。
さ
す
が
に
疲

れ
切
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
」
と
、
感
慨
深

く
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

         

  

車
窓
か
ら
自
然
の
う
つ
ろ
い
も
感
じ
ら
れ
る

筑
波
線
、
1970
年
代
に
入
る
と
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
進
行
な
ど
、
世
の
う
つ
ろ
い
に
は
抗
し

き
れ
ず
、
乗
客
の
減
少
が
続
き
、
経
営
が
厳
し

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
関
東
鉄
道
は
1979

（
昭
和
54
）
年
に
筑
波
線
と
鉾
田
線
を
、
そ
れ

ぞ
れ
筑
波
鉄
道
と
鹿
島
鉄
道
に
分
社
化
し
、
鉄

道
部
門
で
は
常
総
線
と
竜
ヶ
崎
線
の
み
の
営
業

を
行
う
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

（
高
21
回
卒
松
井
泰
寿
） 


